
CAS方式の運用に関わる負担

〇ACAS方式では、放送事業者が開発費を負担する事により、特に運用開始時において、チップ
価格を低減できると考えています。

〇ACAS方式においてもB-CAS方式と同様に、放送事業者と電機メーカーとで方式運用に関わ
る費用を分担しています。

【費用の内訳と分担】

ACAS

B-CAS

・開発メーカー
方式開発費

・鍵発行管理
・方式維持

方式管理費
・スクランブル等
送出設備

放送設備費
・カード費用
・チップ費用

CAS部品代①
・CAS関連開発費
TV開発・製造費

・カードスロット等

放送事業者負担

電機メーカー負担

※2

※２ B-CASカード2枚以上搭載の場合、
2枚目以降は全てメーカー負担となります。

●ビーキャス カード

ＢＳ・ＣＳ・地上 共用
（110度）　　　　

●ビーキャス カード●ビーキャス カード

ＢＳ・ＣＳ・地上 共用
（110度）　　　　

CAS部品代②
・カード費用
・チップ費用

●ビーキャス カード

ＢＳ・ＣＳ・地上 共用
（110度）　　　　

●ビーキャス カード●ビーキャス カード

ＢＳ・ＣＳ・地上 共用
（110度）　　　　

1枚目 2枚目

※1

※１ 電機メーカーはカード取り扱い
手数料として負担しています。
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